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	「糖尿病食事療法のための食品交換表」、「糖尿病食事療法のための食品交換表活用編」、「糖尿病性腎症の食品交換表」、「糖尿病治療の手びき」を発行した。
	1－3 全国糖尿病週間の実施
	日本糖尿病協会登録医1,547人、療養指導医2,630人となった。また、歯科医師登録医の登録者数は3,433人となった。
	1－12 日糖協CDEネットワークの運営
	糖尿病チーム医療を支援するため、地域糖尿病療養指導士（CDEL）養成団体31団体に対し、計21,100,000円の補助金を支出したほか、規約・認定試験問題、教育資材の提供を通じて活動活性化と養成団体の新規設立を支援した。8団体が新たに設立された。
	第4回日本糖尿病療養指導学術集会でCDEL団体の情報交換会を行った。
	「糖尿病カンバセーション・マップTM」を使用して療養指導を行うスタッフを育成するためのファシリテータートレーニングとフォローアップを全国18か所で実施し、456人の医療者が受講した。新たに合併症をテーマとするマップも導入した。
	1－14 日本糖尿病療養指導学術集会の開催
	4－2 AASD
	・運営助成金を支出するとともに、事務局業務、年次学術集会（台湾開催）の支援を行った。
	・8th AASD Scientific Meetingにて、AASD活動のパネル展示と調査研究のポスター発表を行った。
	・AASDが実施するアジア地域のフットケア・栄養プロジェクトへの協力を行った。
	各地で組織されている「地域糖尿病療養指導士」養成団体と連携し、CDEネットワークによる地域のCDEの育成協力と活動支援を行った。
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